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各指定居宅介護支援事業者 御中 

  

                            香川県健康福祉部長寿社会対策課 

                                 在宅サービスグループ 

 

居宅サービス計画の軽微な変更の取扱いについて 

 

 日頃から本県の介護保険行政の推進に御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

 さて、居宅サービス計画の軽微な変更の内容については、別添のとおり、介護保険最新情報

Vol.155「「介護保険制度に係る書類・事務手続きの見直し」に関するご意見への対応について（平

成22年７月30日、厚生労働省課長通知）」で示されているところですが、市町で開催された介護支援

専門員連絡会において、サービス提供の曜日・回数変更などの際の取扱いに関する質問が数多くあり

ましたので、その取扱いについて、下記のとおり、改めてお知らせいたします。 

 つきましては、居宅サービス計画の軽微な変更の取扱いについて、再度、御確認いただき、適切な

居宅介護支援業務の実施をお願いいたします。 

 

記 

 

 例えば、①利用者の体調不良や家族の都合などの臨時的、一時的なもので、単なる曜日、日付の 

変更のような場合、②同一事業所における週１回程度のサービス利用回数の増減のような場合、  

③単なる目標設定期間の延長を行う場合（ケアプラン上の目標設定（課題や期間）を変更する必要が

無く、単に目標設定期間を延長する場合など）には、「軽微な変更」に該当する場合があります。 

 ただし、居宅サービス計画を変更する必要があるか、当該計画の軽微な変更で十分であるか

については、利用者の心身の状態や解決すべき課題等の変化の有無をモニタリングにより十分

に把握した上で判断すべきものです。 

なお、この取扱いについては、厚生労働省が示した考え方に沿ったものであり、従前どおりの 

取扱いと変わりはありません。 

今後とも、介護支援専門員におかれては、居宅サービス計画の作成に当たっては、利用者の自立

した日常生活の支援を効果的に行うため、利用者の心身又は家族の状況等に応じ、継続的かつ計画的

に指定居宅サービス等の利用が行われるように努めていただくようお願いいたします。 

 


